
一
い
つ
ぱ
い
ま
で

一
引
腸
折
特
別
父
付
金
の
耐
水

、

一
期
限
は
大
部
分
の
も
の
は
、
昭

一
利
叫
Ｉ
価
年
・
一
同
三
十
一
Ｈ
ま

一
で
で
す
の
で
、
ま
だ
雑
叩
求
し
て

1▲…

引
揚
者
特
別

交
付
金
の
請
求
期
限

四
十
五
年
の
三
月
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低
い
軒
舳
の
中
に

ひ
と
き
わ
向
く
そ
び
え
立
つ
役
場
庁
舎
。

だ
が
、
そ
れ
は
単
な
る
鵬
心
地
の
よ
い

立
派
な
建
物
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

中
で
働
く
人
も
、
そ
こ
を
利
川
す
る
人

も
、
み
ん
な
が
便
利
に
な
る
た
防
の
も
の
・

中
で
働
く
わ
れ
わ
れ
は
、
親
切
と
奉
仕

の
粘
神
を
再
確
認
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
と

行
政
水
準
の
向
上
の
た
め
に
、
い
っ
そ
う

の
頑
張
り
を
見
せ
る
使
命
を
背
負
わ
さ
れ

《
一
、
ノ
式
－
０

チ
ハ
〃
里
，
ナ
ハ

役
場
庁
舎
の
完
成
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鴬
鴬
灘
灘
橿
鐵

、
目
ひ
急
も
‐
．
。
、
タ
二
℃
ご
ゥ
も
。
”
わ
‘
。
。
“
、
・
・
・
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ｌ
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■
■
、
■
・

日
Ｐ
Ｕ
Ｂ

ヴ
ー墨

二
一ノ

ュ
・

８
口
ｌ
ワ
、

８
０
■
刃

ｌ
｜

堤

型
ｆ
ｌ
ｔｌ

ｌ

鍔

湯沸
■
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I磯』
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今
。
、
■
■

ロ
ナ
Ｉ
Ｄ

Ｆ
一

傍聴 1 冊傍 聴 1 冊

－凸同一
ロ■■

ｰ ｰ
一'

今
定
博
君

・
が

■
。
■
■
■
■
■
■
■
■

・
挙
・

輝
く
全
国
優
勝

一
皇
里
＠

．
蕾
里
一
、
．

“
・
些
恥
吟
謝
個

鵬
羊
恥
繩
測
悴
洲
聯
繊
瞬
瀦
洲
岼
州
繩
辮

疋
博
芯
（
洋
艮
巾
今
山
太
郎
に
桃
城
し
、
兇
珈
こ
れ
に
成
功
し
、
催

さ
ん
の
・
・
・
Ⅶ
）
は
澗
核
爪
肌
挙
げ
ミ
ド
勝
を
飾
っ
た
も
の
で
、
そ
の
根
性
は
尚

ル
級
で
兄
邪
健
勝
を
飾
り
ま
し
た
。
く
評
仙
さ
れ
て
い
ま
す
心

記
録
は
３
４
７
．
５
キ
ロ
（
プ
レ
ス
今
君
と
川
辺
賊
将
（
金
水
尚
校
数
揃
）

９
５
、
ス
ナ
ッ
チ
ー
１
０
、
ジ
ャ
ー
ク
・
は
十
一
川
四
Ｈ
金
水
駅
に
続
き
ま
し
た

１
４
２
．
５
）
で
、
・
一
位
と
の
産
は
２
が
、
駅
に
は
金
木
尚
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
関
係

・
５
キ
ロ
と
き
わ
ど
い
も
の
で
し
た
。
折
、
一
般
川
趾
、
生
従
ら
〃
ｎ
人
か
川

今
桝
と
雌
徽
ま
で
慨
勝
を
せ
り
合
っ
迎
え
、
引
き
統
き
彼
水
化
慨
服
柵
川
Ⅱ

た
の
は
桝
城
雌
の
平
川
鯲
乎
（
大
河
原
で
歓
迎
会
を
附
き
、
今
什
の
休
業
を
た

尚
）
で
、
今
耕
は
雌
初
の
プ
レ
ス
で
１
た
え
ま
し
た
。

２
．
５
キ
ロ
の
大
雄
を
つ
け
ら
れ
ま
し
ま
た
、
十
一
川
十
六
川
に
は
地
北
稗

た
が
、
ス
ナ
ッ
チ
で
追
い
上
げ
、
そ
の
良
巾
小
学
校
で
、
歓
迎
会
と
膜
範
演
技

雄
５
キ
ロ
に
辿
り
勝
典
は
雌
後
の
ジ
ャ
会
か
附
か
れ
、
町
峰
△
両
人
か
今
君
ら

錐
５
キ
ロ
に
辿
り
勝
典
は
雌
後
の

－
ク
で
決
ま
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
一
川
川
・
’
３
２
．
５
、
．

、
１
１
‐
３
７
．
５
に
成
功
し

凸
●
Ｄ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
守
Ｉ
Ｉ
Ｊ

【歓迎会での山辺監督と今選手】
ふ

Ｔ
忠
、
昂
１
Ｊ

濠
一

山
需
齢
釧
一

j聖堂=‘＃【
歓
迎
会
に
葉
ま
っ
た
人
た
ち
】

言
‐
璽
昇
・
一

、凸司
ニー

q･

ｖ
乳
泄
、
』

も

罰
ｄ
Ｃ
ｑ

魁
ｒ
４

恥
』
ロ
一
一
一

グ

、
Ｆ
一才

や

託
ｑ

ｄ

－

t,

1

寺■

ｌ
県
農
産
物
共
進
会
１

－
．
川
一
Ⅲ
か
ら
川
川
ま
で
、
弘
川

川
で
州
惟
さ
れ
た
鞆
’
一
Ｍ
が
森
以
腱

驚
嬢
股
旅
物
共
進
会
で
、
金
水
川
で
は

つ
ぎ
の
″
々
か
人
微
し
ま
し
た
。

◎
水
稲
桃
稲
の
部
・
・
啄

沢
部
の
打
川
り
七
郎
さ
ん
（
品
椰
レ

イ
メ
イ
）

◎
玄
米
の
部
；
・
呼

僻
川
の
叶
川
い
師
さ
ん
（
舶
椰
レ
ィ

メ
イ
）

◎
り
ん
こ
の
部
・
・
聯

川
端
町
の
袖
川
Ⅲ
一
さ
ん
（
岫
繩
ス

タ
ー
キ
ン
グ
）

Ｊ
野
菜
の
部
：
。
仰

野
崎
の
桝
崎
削
人
川
さ
ん
と
史
堆
部

蒋
の
為
附
栄
巾
さ
ん
（
い
ず
れ
も
、

淀
）

◎
ワ
ラ
Ⅸ
帥
の
部
一
博

ｔ
鍛
冶
川
の
弧
崎
武
咄
さ
ん
（
か
ま

す
）

卜
・
・
川
に
は
、
給
７
川
〃
荷
が
加
川

納
め
て
い
る
源
股
所
偲
税
の
年
水
洲
幣

が
行
な
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
船
７
の

え
払
荷
か
そ
の
父
払
い
の
つ
ど
源
吸
徴

収
し
た
所
偲
税
細
の
年
間
合
誹
洲
と
ざ

そ
力
給
リ
総
細
に
対
す
る
年
税
細
と
の

旅
細
を
帖
卵
す
る
も
の
で
す
。

給
リ
所
〃
折
は
、
そ
の
年
雌
後
の
締

り
の
文
紗
を
受
け
る
川
の
Ⅱ
Ⅱ
ま
で
に

「
扶
錐
搾
除
呼
出
助
叩
杵
〃
」
と
「
保
雌

料
搾
除
叩
佛
泄
と
を
、
給
γ
の
文
払
桝

に
提
川
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ

れ
ら
の
叩
告
椰
か
服
し
く
祀
仙
さ
れ
ま

せ
ん
と
、
服
確
な
年
水
洲
惟
か
で
き
ま

せ
ん
か
ら
い
川
に
ご
碓
附
く
だ
さ
い
。

〔
五
所
川
原
税
務
署
〕

嚇
瀬
の

土
肢
さ
ん
ら
が
入
賞

の
妙
技
に
仙
人
っ
て
い
ま
し
た
。

木
洲
終
の
注
怠
点

今
《
▲ｉｆ

『

1

I
『I 、Eﾛ川Ⅱ叩Ⅱ

JllIIIIII

I
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たばこ町内の店から

20椎人,綱につき,別ﾘ13銭が町の収入I
と葱‘入…止禰とlli｢7)|li蕊に一役｜
買うことにな ります。1

ｌ
嘉
瀬
農
協
Ｉ

股
業
附
造
改
鰈
州
紫
と
し
て
、
茄
撒

股
堆
協
川
組
合
（
水
村
金
利
組
合
膣
）

か
茄
瀬
駅
南
刀
・
・
両
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
州
業
凹
鳥
千
瓜
百
万
川
で
几
川
か
ら

雌
投
を
進
め
て
い
た
り
ん
ご
貯
戯
所
は

十
川
に
光
成
し
、
十
一
川
八
Ⅱ
に
は
関

係
将
お
よ
そ
両
人
か
集
ま
り
然
成
式
を

行
な
い
ま
し
た
。

鉄
柵
平
賊
廸
て
五
箇
伍
邨
″
メ
ー
ト

ル
（
而
狂
十
一
坪
）
の
処
物
で
、
竜
″

鯏
刀
り
ん
ご
を
貯
戚
で
き
ま
す
。

１
１
１
１
凸

パ
イ
’
－
１
啼
１
冊
Ｍ
宅
ノ
Ｊ
１
判
ｆ

待
機
し
て
い
ま
す
の
で

火
災
発
生
の
際
の
初
励

川
仙
に
大
き
な
効
果
か

あ
る
も
の
と
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

金
水
町
消
防
剛
の
附
伽
消
防
か
十
川

一
日
か
ら
発
足
し
ま
し
た
。
疋
凸
は
十

街
で
、
附
時
六
、
七
名
か
火
災
に
備
え

り
ん
ご
貯
蔵
所
完
成

■
１
１
１
’
１
４
．
１
く
Ｊ
１
ヨ
ー
Ｉ
田
ｊ
ｆ

常
備
消
防
発
足

【
常
備
消
防
〕

〔
り
ん
ご
貯
蔵
所
】
、
、

て
い
ま
せ
ん
か
ｃ

什
所
を
は
っ
き
り
仰
ぐ
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
で
す
か
、
今
年
か
ら
全
川
的
に
郵

便
排
牙
で
区
分
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
か
ら
、
郵
便
併
汁
は
ぜ
ひ
お
州
き

下
さ
い
。

②
Ⅱ
分
卯
郵
便
締
り
も
忘
れ
ず
に
。

ｎ
分
の
住
所
の
郵
使
橘
牙
を
汁
き
ま

す
と
、
州
非
の
″
か
瀞
珊
薄
を
洲
く
る

下
川
が
は
ぶ
け
る
こ
と
に
な
り
、
大
変

蝿
ば
れ
ま
す
。

③
汁
皿
の
は
が
き
は
ま
ぜ
ぽ
い
で
。

作
例
状
は
沸
皿
の
郵
使
と
は
別
に
処

即
し
ま
す
の
で
、
年
間
状
で
な
い
は
が

き
は
絶
刈
に
ま
ぜ
な
い
で
下
さ
い
。

④
ボ
ス
Ｌ
‐
に
入
れ
る
と
き
は
「
金
木
町

あ
て
」
、
「
以
内
め
て
」
、
「
そ
の
他
」

の
：
・
つ
に
わ
け
て
唄
れ
て
お
出
し
下
さ

い
Ｏ

〔
金
木
郵
便
局
〕

今
年

も
年
末

】
」Ｉ

こ
が
近
づ

で
Ｉ

ま
燕
斜
帷
睦

胴
日
郵
便
吋

馴
錘
刷
州

枢
澗
砦
吋

は
賀
小
包
は

包
年
お
そ
く

て
も
十

ｊノ

今
。
ｊ
一

｝
ｊ
一

凡
Ⅱ
ま
で
に
、
年
劉
状

は
１
．
．
川
・
一
’
二
Ⅱ
ま

で
に
お
川
し
下
さ
い
。

年
倒
状
を
お
川
し
に

な
る
と
き
は
、
次
の
こ

と
に
ご
注
怠
下
さ
い
。

①
邸
使
悉
号
を
も
ら
し

①
こ
の
共
済
で
お
支
払
い
す
る
の
は

、
勤
車
、
モ
！
タ
ー
バ
イ
ク
、
ｎ
低

叩
、
緋
う
ん
機
、
付
叩
な
ど
に
の
っ
て

棚
突
し
た
り
、
岻
然
、
帷
秘
し
た
り
し

た
猟
敗
、
ま
た
歩
い
て
い
て
こ
れ
ら
の

東
川
に
は
ね
ら
れ
た
り
、
ひ
か
れ
た
り

し
た
邪
故
で
す
。

②
会
凹
（
掛
金
）
は
一
人
に
つ
き
年
禰

一
・
・
面
六
十
円
で
す
。

③
共
済
期
間
は
加
入
し
た
と
き
か
ら
一

年
間
で
す
。
加
入
し
て
か
ら
他
巾
町
村

へ
転
川
し
て
も
一
年
間
は
有
効
で
す
。

④
川
人
叩
込
は
、
役
賜
川
比

め
裸
の
窓
ｕ
で
受
付
け
し
て
ぃ

荊
噛
岬
州
蝿
測
蕊

お
持
参
く
だ
さ
い
。

の
⑤
お
文
払
い
す
る
兇
艸
金
は

叺
嘔
に
唾
羅
吋
椎
恥
恥
針
何

十
″
五
万
円
、
④
治
擁
期
間
六
力

済
月
以
上
卜
万
円
、
二
力
川
以

辻
〈
上
流
刀
川
、
一
力
川
以
上
・
一

室
宮
訓
剛
叶
据
幟
蜘
池
川
鄙
打
汕

災
、
趾
が
起
っ
た
と
き
は
役

通
併
髄
瓦
郷
全
県
の

一
父
手
枕
き
を
し
て
下
さ
い
。
交

通
伽
故
紙
明
艸
、
咲
川
の
診

断
体
な
ど
が
必
典
で
す
。

⑦
馴
故
に
あ
っ
た
ら
幌
い
ケ
ガ
で
も
お

ろ
そ
か
に
し
な
い
で
、
必
ら
ず
僻
察
へ

川
け
語
川
し
て
卜
さ
い
。

③
川
人
折
が
收
怠
ま
た
は
嘔
大
な
過
失

お
よ
び
天
災
に
よ
っ
て
雌
し
た
柵
放
は

お
文
払
い
い
た
し
ま
せ
ん
。

な
お
、
こ
の
交
通
災
Ｗ
共
済
は
雌
ド

の
川
１
コ
の
巾
川
村
で
組
合
を
つ
く
っ

て
迩
岱
し
て
い
る
も
の
で
、
川
人
荷
に

灯
利
な
共
済
制
陛
で
す
。

生
ま
れ
た
人

☆
脈
和
に
（
誠
八
郎
歴
Ⅶ
）
小
川
町

☆
沢
川
緋
・
一
（
脈
照
２
Ⅶ
）
一
・
｜
帆
川

☆
脈
川
愉
趾
子
（
良
郎
瞠
女
）
小
川
町

☆
Ⅶ
川
糀
川
Ⅷ
（
敏
良
喫
）
南
新
川

☆
中
村
尚
子
（
健
珊
侭
女
）
州
Ⅱ
町

☆
外
崎
時
梢
（
進
民
Ⅶ
）
背
松
川

☆
外
崎
文
教
（
弘
道
３
Ｗ
）
藤
枝

☆
艇
内
光
子
（
旺
光
災
典
）
群
野
川

☆
岡
川
収
（
装
旺
腿
叫
）
阿
洲
見
町

☆
泉
件
降
彦
（
兇
雄
是
叫
）
下
町

☆
棟
″
美
保
子
（
勝
秀
及
典
）
野
崎

☆
阿
部
美
奈
子
（
俊
一
長
女
）
下
古
町

☆
沢
Ⅲ
忠
美
子
（
松
我
艇
女
）
下
新
町

☆
占
川
令
子
（
〃
川
艮
典
）
冷
水

☆
松
川
進
一
（
下
代
川
２
叫
）
束
町

死
ん
だ
人

★
白
川
膝
汽
郎
（
し
血
）
沢
祁

★
坂
水
脈
七
郎
（
六
血
）
藤
枝

★
典
川
キ
ヨ
（
六
八
）
川
倉

★
今
い
ざ
（
七
九
）
内
糊
凡
町

★
川
海
み
さ
（
六
○
）
川
粁
凡
川

★
今
き
よ
（
八
○
）
ド
町

★
小
野
ヤ
ョ
（
七
一
）
束
洲
兄
町

★
〈
１
群
代
作
（
六
圧
）
下
新
川

★
伊
藤
イ
ソ
（
じ
七
）
ド
小
栗
崎

★
川
巾
み
さ
（
じ
川
）
冷
水
ゞ

★
川
海
峯
叫
郎
（
六
飛
）
下
内
川

★
服
川
刀
之
助
（
六
六
）
巾
杣
木

十
月
届
出
分
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